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1990年春，ヨルダンのアカパを訪れた際，偶然にも約80年前のパレスチナの民族衣装を入手
することができた。その女性民族服の特徴あるスタイルは勿論だが，最も興味深く思われたの
は衣装の 3分のlを埋めつくす非常に細かい刺繍である。黒地に多色の糸を用いての色あざや
かな刺繍は，遠目からも引き寄せられる美しさがあった。近づいてよく見ると細密なクロス ・
ステッチ技法で紋様全体を浮かびあがらせる重厚な刺繍である。
民族衣装において形態，伝統的紋様（パターン），色彩感覚，刺繍技法はその国（或いは町，
村）の文化的遺産の表れである。それぞれの地域固有の文化が，民族的題材そのままに紋様や
刺繍に織り込まれていく。それはその地域の大地の息吹きがそのまま民族衣装に息づいている
のだと思う。パレスチナの民族衣装も，上述（形態，紋様，色彩，刺繍）のどの点においても
非常にユニークであり豊かな民族性を知ることができょう。
世界の国々の民族服に関する研究は各方面において行われているが，本稿では現地入手した
パレスチナの民族衣装を中心に，女性民族服の形態，紋様，刺繍技法に視点をあてて考察を試
みたい。この衣装の最大の特徴は何といってもクロス ・ステッチの細かさである。そしてなぜ
クロス ・ステッチ技法なのか筆者にとって興味をもっところである。しかし現地調査を行って
いないのでパレスチナの民族衣装全般及び社会的背景については本稿では論及しない。現地購
入した衣装及び文献資料からの考察とする。
I パレスチナの民族衣装
1.パレスチナの歴史概略
パレスチナの呼称は紀元前12世紀にこの地方に住んでいたペリシテ人の名からきており，「ペ
リシテの地」という意味である。そして旧約聖書においては「カナンの地」と呼ばれている。
私達が「パレスチナ」を考えるとき，その地域の不明瞭な暖昧さを感じるのではないだろうか。
現在においてはイスラエルの大半の部分とヨルダン，シリア，レバノン 3国の一部分にまたが
る地域である（図 1）。しかしパレスチナ地方というはっきりとした境界線はない。その点が
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パレスチナがいかに複雑な運命を辿ってきたか
を語っているのかもしれない。
かつてこの地域は長い歴史の中でエジプ卜，
メソポタミア，フェニキア，ローマ，ビザンチ
ン，アラブ， トルコなどから豊かで多様な文化
の影響を強く受けた。特にエジプト文明とメソ
ポタ ミア文明の交錯する地点であること，アレ
キサンダ一大王の侵入によるヘレニズムの影響
を受けたこと，そしてローマ帝国の支配をうけ
たことが主な要因である。さらに7世紀，アラ
ビア半島にイスラム教が生まれ，この地域での
アラブ化は著しく進行する。 1098年から l世紀
に及ぶパレスチナへの十字軍の侵攻は，この地
にヨーロッパ文化をもたらした。そののち20世
紀初めまで，オスマン ・トルコの約500年にわ
たる支配が続いた。
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第一次世界大戦後，パレスチナはイギリスの委任統治時代に入る。1917年，イギリスはヨー
ロッパからのユダヤ人にこの地への門戸を開いた。そして1948年， ユダヤ人のイスラエル国家
の成立と時を同じくして，パレスチナ戦争が勃発する。その結果，1967年の戦争をふまえてパ
レスチナ人は近隣のアラブ諸国へ避難させられ，難民と しての生活を余儀なくされている。
以上歴史の概略を述べたが，パレスチナが被支配の歴史であること，そして複雑な運命をた
どってきたことが判る。その中で多くの国々から豊かで多様な文化を受け，継承し，昇華して
パレスチナ独特の文化が開花したものと考えられる。
2.パレスチナの民族衣装
民族衣装の様式を決定づける要因に気候風土，宗教，祭式，生活習慣が根底にあることはい
うまでもない。さらに民族が政治的に外部からの影響をうけると，異文化との接触，混交から
相互に影響し合い風俗は変化していく。そして衣装も同様に変化を余儀なくされる場合が多い。
パレスチナの歴史の中で民族衣装に影響を与えた外的要因としては次のことがあげられる。
① パレスチナがピザンチン帝国の支配下におかれていたころ，ギリシャ， ピザンチン文化
がこの地域に影響を及ぼしたと考えられる。その時期に金糸刺繍や，コー ティング刺繍
とともにクロス ・ステッチ刺繍が南パレスチナの衣装に導入された。 衣装の図柄がコリ
ント，キオス，北方ギリシャのものと類似していることからこの影響が推測される。
② 十字軍の侵攻もパレスチナの衣装の形態及び，クロス ・ステッチ技法に影響を及ぼした。
翼のように先の尖った袖付のワンピース形式のパレスチナの民族衣装は，十字軍により
ヨーロッパに伝えられロマネスク期の中世衣服の基本となった。 逆にヨーロッパからの
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影響により，パレスチナの民族衣装のクロス ・ステッチ技法は一層創意工夫されたもの
となった。
③ オスマン ・トルコの統治下にあって県単位に分ける行政区分は，この時期のパレスチナ
の衣装に影響を与えた。それは地域毎の衣装に特徴がでてきたこと，そして近隣諸国の
特徴をとり入れたことである。
例えばガリラヤ地方の衣装には
南シリアの影響が，またベェ
ル・シェパではシナイの衣装の
影響を型， 刺繍に色濃くうかが
うことができる。
このようにパレスチナの民族衣装は
中世ロマネスク期の衣服形態の延長で
あり，さらに刺繍や装飾紋様に東地中
海諸国の影響を加えて，民族服として
の様式を次第に確立していった。次に
パレスチナの衣装の形態，刺繍， 紋様
の特徴は次の通りである。
(1）形態
男女共，パレスチナの民族衣装は「ソ
ウブJ( thoub）と呼ばれる。「ソウブ」
は衣服，着物という意味だが材質，紋
写真3パレスチナの民族衣装（前面）
写真1パレスチナの民族
衣装
写真2パレスチナの民族
衣装
写真4パレスチナの民族衣装（後面）
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様，刺繍技法，色彩，仕立て方，及び名称は地域によって，また用途，身分によって異なる。
パレスチナの婦人が着用する最も基本的な服型は，身体を締めつけないルーズ・フィッ卜の
註）
丈長・袖付のワンピースである（写真1, 2, 3 ）。部分的な型の大きな特徴は3箇所である。
一つは「カベ」（ qabeh ）とよぶ刺繍のついた
胸当てがついていること。次に袖の型が地域に
より大きな違いがあり，幅広になったり，細身
の筒袖だったり，翼のように先が尖ったりなど
様々に変化する（写真 5）。 そして袖下には三
角形或いは四角形の「柏Jが必ずつけられてい
ることである。このような主な特徴とともに衣
服構成部分，つまり裁断部分が普通15-20前後
のパーツで構成されていることも珍らしい。し
かし肩線，脇線が「ゎ」で裁断されていること
もあり構成部分数の変化はあり得ることとなる
（図 2）。さらに地域による服型の変化は，当
然構成部分数が違ってくる。例えばVネックラ
インに特徴があるべツレへムの衣装は細身の裁
断で25のパーツで構成され，ガザの衣装は13の
ノ〈ーツである。また::lt；音~）＼ レスチナのコー卜の
ような非常に細身の衣装は僅か8あまりのパー
写真6ベドウインの女性
写真5ベドウインのソウブ
図2女性用ソウブ衣服構成図
前身頃
後身頃
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ツで構成されている。しかし，構成数の違いはあっても， パレスチナの女性ソウブの基本型に
変わりはない。また「ゆとりjの違いでは，遊牧民ベドウィンのソウブの服型は中部，南部パ
レスチナのものと同じだが，全般にゆるやかなのが大きな特徴である （写真4）。ペドウィン
の女性は現在でも日常着として民族衣装を着用し，風習である「タルハ」（ tarha ）というスカー
フで頭を被い，ボロ（ boro）という一種の覆面する着装である （写真 6）。
(2）刺繍と紋様
。刺繍
女性のソウブにはカペ（ qabeh ）という胸当て部分，ザイ Jレ（ deyal ）という後裾部分，
前後両側面，袖山に細密な手刺繍で図柄部分を埋めるのが最大の特徴である。胸部分は，布に
直接刺繍する場合もあるが，多くは胸当て布に刺繍したものを前身頃胸部分に縫いとめつける
（写真7）。 刺繍された胸当てのみが市販されており，時によってはそれを用いることもある。
刺繍は前はカベ，後ろはザイル部にポイントがおかれ，色とりどりの糸で配色よく埋められる。
図柄の内側を埋めつくす刺繍技法はパレスチナ独特のもので「ラシェク」（ raslreq ）と呼ばれ
る。特にガザ北部や，ジャッファ南部の衣装にこの技法が多くみられる。 この刺繍のため，実
際に着用してみると両肩にかなりの重さを感じ， 実重量を計ってみると約1.5kgであった。
パレスチナの刺繍は町や村ζとに違いがある。それは紋様，ステッチ技法，色彩，及び衣装
に配置される図柄の位置である。 例えば 「ジライェ」 （jilayeh ）と呼ばれる結婚衣装は前正
面に刺繍されたシルクのパネルがつく。またベエー ルシェパ地方の祭着とジライエは，スカー
卜部の腰の上位置よりスカート全面に，表布が全くみえなくなるまでに刺繍で埋めつくす重装
刺繍が最大の特徴である（写真8）。
写真7 カベ部分 写真8ベエー ル ・シェパの民族衣装
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どの村にも伝統のパターンがあり独自の色調，独特の刺繍がある。そして衣装につけられた
刺繍パターンはその豪華さとともに素材，色，図柄の位置は絶妙のバランスと気品を感じるも
のでなければならない。
。紋様
パレスチナの多くの地域で使われる紋様は大地， 生命，宇宙に対するパレスチナ人との結び
つきや係わりが基本という。（パレスチナ常駐総代表部ガーダ・パカル ・アブデル・ モネム氏
談）。その模様を「幾何学的モチーフ」に変化して，民族衣装の胸当てやスカート部に装飾紋
様として用いたことに漸新な感覚を感じる。単なる写実的な紋様ではな〈幾何学的模様への移
行に民族衣装と してのユニークさを表わしていると思われる。
幾何学的なモチー フは長い歴史を通じて，地域から地域へと混ざり合いながら多種のパリ
エーションをみせた。糸杉の木のモチーフは，
パレスチナのすべての地域の衣装についている
ほどポピュラーである。 他に星，月，水， 鳥，
孔雀，羽根，蜂の巣，パラの花， パラの枝，リ
ンゴの花，ブドウ， オリーブの枝，トマ トの茎，
トウモロコシの穂など，自然はモチーフの題材
に豊かな創造を与えた （写真9, 10, 11）。ま
たベドウインの図柄は彼らが魔よけとよぷ三角
形の組み合わせを基本としている。このように
パターンは信仰を象徴する場合もあり得るわけ
である （写真5）。
写真10刺繍パタ ンー（羽根）
写真9刺繍パターン（糸杉）
写真1 刺繍ノfター ン （花）
。ステッチ技法
パレスチナの刺繍には，クロス・ステッ
チ，コーチング ・ステッチ，サテン・ステッ
チ，ランニング ・ステッチ，ステム・ステッ
チ，ヘム・ステッチなどが用いられる。主
としてクロス・ステッチ，コーチング・ス
テッチの技法で刺されることが多い。
・クロス・ステッチ
布地の織り糸を数えることができる
ときには，必ずこのステッチが用い
られる（写真12）。パレスチナの衣
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写真12クロス ・ステ yチ拡大（孔雀）
装に最も一般的に用いられ，約0.1-0. 2cmの針目でステッチを繰り返す。幾何学的模様
は全体にわたりクロス・ステッチで埋められる。特に海岸地域や中部，北部，南部パレ
スチナ全域の衣装は膨大なクロス・ステッチ技法で飾られる。
・コーチング・ステッチ
「タハリール」と呼ばれ太い絹糸や金糸，銀糸を上につけ盛り上がった紋様をつくると
きに用いる。ベツレへムやエルサレム地方の衣装にはこの技法で，金，銀の金属糸，シ
ルク・コードで飾られる。コーチング・ステッチで刺繍される図柄は花模様が多い。
・へム・ステッチ
紋様の縁どりや，様々な形の縁飾りに用いられる。
刺繍をするときは，布地にパターンが写されているわけではないので，織り地の糸の数をか
ぞえながら，織物の上でのパターンのバランスをとるために，必ず中央から刺繍を刺し始めて
いく。地域ごとの特色がある紋様，刺繍技法でも， 一つの村の中で同じ紋様の組み合わせはな
図3 ヨルダン刺繍センタ一発行パターン
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いといわれる。母から娘に記憶によって伝えられた独自の紋様は，古い衣装を参考にしながら，
或いは新しい紋様を加えながら，色の配合のセンスや，紋様の調和の良さを反映させて刺し進
んでいく。一つの衣装を仕上げるのに半年から 1年の年月は要するという。
パレスチナの女性たちは伝統的に継承者を育てる努力をしている。娘達は10歳までに刺繍の
基本を習得する。現在のヨルダン，レバノンでは刺繍センターや，クロス・ステッチセンター
が設立されている。ここでは古い紋様，デザインを教えるとともに新しい色の配合，流行の材
料の使用，新しい現代モチーフの発想などを行っている（図 3）。
(3）素材色糸
衣装に使われる織物をみると，以前は麻，絹，綿の手織り布で原材料はエジプト，シリア，
レバノンなどの国々やパレスチナで栽培されたものを用いた。現在では日常着は，木綿，ウー
ル，麻， 合成繊維などを用いる。礼服やジライエなどの儀式用の衣装は白絹，水絹などの高価
な材料で作られている。
現在のパレスチナの衣装で最も一般的な色は白と黒，そしてダーク・ブルーである。ジライ
エの素材も黒地のものが多く用いられる。自のジライエは「サウフ・ エル ・アピヤドJとよば
れ花嫁が2枚目に用意する衣装である。
刺繍糸は以前は絹糸を用いていた。 19世紀の終わり頃，ヨーロッパの織物が入ってきたと同
時に木綿糸が刺繍に使われるようになった。絹糸に比べ色の定着のよい木綿糸は実用的に用い
られているが，特別な衣裳を作る場
合には美しい絹糸を使用する。一つ
の図柄を刺繍するのには多彩な刺繍
糸が必要となり，独得の光沢と鮮明
な色昧をもっ，天然染色の技術が発
達していった。
(4) 現地収集したパレスチナの民
族衣装から
パレスチナの女性用ソウブ
1910年代 （写真13,14, 15) 
黒シルクサテン地に衣装のカベ
部分，前後側面及び，後裾部分に
多彩な刺繍が装飾として用いられ
ているパレスチナの典型的なソウ
ブである。 約80年前の衣装のため，
かなり厚手の徽密に織られたシル
クサテン地だが，損傷激しい部分
があり，左右袖部分は黒別布につ
写真13現地収集ソウブ（前面） 写真14現地収集ソウフ（側面）
け替えられている。また縫製のほつれや，直径1cm 
位の穴が1ヶ所後スカー卜部にあり，補修した痕
跡がある。さらに袖下拍部分にも補修がみられる。
長い年月を経て，布という素材のため，縫い直
されたり， 損傷という事が余儀なくされる。しか
し表地の黒サテンは少々色は槌せているが，サテ
ン独特の光沢は失われていない。さらに表素材，
縫製の傷みとは対照的にカベや，スカートの連続
模様の刺繍部分は絹刺繍糸の鮮明な美しさが残さ
れている。
縫製は出来上り当初は手縫いであったと推則さ
れる跡がある。しかし，後にミシンの導入ととも
にこの衣装もミシンで縫いなおされたと思われる
箇所 （脇，ウェスラインなど）が多い。
－形態
写真15現地収集ソウブ（後面）
衣服構成部分は18のパーツで構成されている（図4）。
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最も一般的な女性ソウブの形態だが，袖部分のやや先尖りの型が特徴である。カベは刺
繍した胸当て部分を前身頃胸部分にのせて縫いつけられている。
・刺繍 （写真16,17，図5)
黒地の表地にいろいろな色の絹刺繍糸で飾られた刺繍部分は，色鮮やかである。
図4 現地収集ソウプ衣服構成図
ト 3ー9cm→
丁
l よ
127 
cm 
後 身頃
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写真16現地収集ソウプカベ刺繍部分 写真17現地収集ソウブ花紋様
刺繍部分
図5 クロス・ステッチによる花刺繍部分（実物大）
スカート部分の刺繍 カベ部分の刺繍 長
前後スカー トの縦の花連続模様は6本つけられているが，ウエスト位置からの花の位置
がそれぞれ違っており，不対称の美しさを表現している。また後スカート裾の花模様の位
置，そしてカペ部分との図柄の調和など，衣装全体における図柄の配置が絶妙のバランス
をみせている。
技法は非常に細密なクロス ・ステッチで，針目は約0.lcmで，現在作られている衣装の
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クロス・ステッチの針目よりさらに細かい。
カベ部分の図柄は花といくつかの菱形モチーフの組み合わせである。 スカー卜部の花連
続模様は花と葉の幾何学モチーフである。このようにカベ部分とスカー卜部の花のモチー
フは類似しているがそれぞれ異なる花模様に，レイアウトの細かさが表われている。
ネックラインにはやや太めの赤濃淡の絹色糸で， 0.8cm間隔のボタンホール・ステッチ
で美しく縁どりがしてある。
色刺繍糸は赤，ピンク，黄緑，オレンジ，コパJレト・ブルー ， 紫，黄土，白と多彩に用
いられ，図柄を埋める色合いの調和が美しい。特に花模様部分は濃淡の色糸で図柄全体を
埋めているので，見る方向により花に動きが感じられる。
E おわりに
一着の民族衣装との出会いは，そこから多くのことを私に発想させてくれた。パレスチナと
いう呼称さえなじみが薄かった。文献資料もヨ ロー ッパ系民族衣装の資料の多さから比べると
西アジアの民族衣装に関する資料が少ないことを残念に思う。
パレスチナの衣装は刺繍，型，紋様，素材，色彩などどれをとっても，独特，繊細で美しく，
パレスチナ女性の技術と感覚とを結集させた芸術作品であり，民族の偉大な文化遺産だといえ
ょう。
衣服が手のこんだ衣装作りから簡略化されている昨今，パレスチナの衣装作りを垣間見て，
その刺繍とともに，幼い頃から民族の心と同じく指先にしっかりと刺繍技法を継承していく姿
勢に， 長く培われた伝統を深く感じた。
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